
vT,繁 れ 絢 商 量 畿 素が 才こいり射 てい る ｡茶 筒 文で 嵩 ､こ の よう 怒 覇 異節 ピ晦

接 して 他 者 司 る b乗歯 車 心 C_)面 野 ､荒潮 ､爵 蚤 ､孟 夏 t,/1豊 ､巧く怒 ､番 亀

急 ぎ の 飯 野 凛 み られ る土 地 利 鞘 の敗 漆 的硝 英 一之つ い て 宅 親 し77-i a

精 l二軍 野 ､ 塾 L7長いノ､て鼻 白栗 野件 出穂 ん ど 同 じ･で あ る は ¥林カuJ-)わ 手

この よ う 毎 夏 軍 が 生 じ r二の 宙 ､和地海藻 の 大 小 ､及 び 農 家 人 口 UJ入ノ冊 ヾゝ
葛 え ら乱 ､-人 当 り の 料 地 面鏡 の 疎 い 藍 ､飯 野 に 漂温 憂患 どの 頃柏 的 農

環 が と り入 沢 ら 出 て日 る ､こ考えられ る ｡

叉 敢 野l=～.､ち 賢 く 製磯 fJil華 人 三郎 r=簡 配 は っ しlて畠 ､面 野 覇 lZj務 隆鴎

亀 駿 乾 性 としいiJよ う 敏 Y a)fJl..若食 ら1tた .

忽 お .巌蚤でt首 蜘 和 煤 吊 喝 法要 !=お い て 畠 ､畑 地 遭濫 封 執 Y失行 lて:移

三 沢 ､ 黍 蚤 常 ,Jl)審少 ､県歌 の痛麹 が 琶 し Ll ｡

野E3市の池/TE学的考察

坂 戸 か ほ る

マ ンモ ス都 市 東京 に寄 生 す る衛生 郡 市 が 故 等紋 馨 ヒ せ 急 激 lニ噌 柏 して い る.

-dZ.ed fLd7tnt化 した素描 了亡 ぼ ､住 宅団 地 が 挽 /Jと造 ら 汀L､X 宙閉 園 整 備 法 に宅

とす く工賓 の 地 方 分 数化 計 画 に あ い きっ て ､エ鼎 郵 政 が 各 地 に形 威 され つ つ

ある d 二 g)よ う‡･= ､急 激 r=.鎖 能的 l=tlL形 態 的に tY.変化 して い る 萄郁 圏 内の

郡 市 の 状 況 を 牛範 で撤 ナ]＼つ て み た い と 考 え て ､千 葉~舜 野 田 市 を選 ん だ､o

チ蛮 額 L訂.利敵 の dfラムが1毎 ､U?SC/Oが 河 川で全 くプ畑二酎a:沢 LL 小 Y.叱

印 の江 戸 叫 ､利恨 叫 紙 EH稲遣低 湿地 確 で _経 路 の 東亜 を覇 げ ､江 戸か ら の 亙

療 感 まヱQl,3､乱 す .献 立文 化 頃 を形 成 し てい rz o その 千 乗 喋 の 地 面 婦 ､利親 ､

辻FJ面 河 帖 =狭ま れ ､疾1乗 平 野 の中央部 に 突 出 して ､クサ ビ 宜打 っ た よ うra

配 置 IJ= ､葦 第 の謂 金 地 ｢野 Lf_i市 ｣ が ある ｡

クサ ど の 妃 瑞 は･常闇 町 畔 あ る が ､そ肌 に挽 い て両河 川卑覇充 す る 画碗 Ly ～

g K7W の碗 杉 を した 姓 麟 伊 野 製 布 で ､市の繁華街 は その 画 寄 り;二戸!車二寝 し

てい る Q二の 幣束 平 野 の 中 .亡邸の 栗 $l地 点 竃 .河 Ii津 L蜜 琴 Ta史亀 寺領 で､あっ

p:鴎 ,/-tヒ 超 .宮津i毎他 著 に なつ T== .こ の 珂叫 菜選 の利 覇 も乙よっ て ､金 野 ri萄

R=f電線 婁 質 草■登豊 して いつ た の であ る .

銚 弓 の 磯 適 .技l簡 C)選 は･利稗 叫 意 tlに野 田 の 者油 ､取 山 の味 淋 出 ユ ㌢ 叫

竃 日 だ他 者 し､河 川 輸 送 ほCrリ ､天瀬 費 地 :,lFJへ と出 萄 コ 朗 て LlrZク河 叫更

頚 から 唾 上 覚 亀 に移 る前 に全 句 豹 だ不 動 の壁 煙 室率 い T{ の ぞ ‥ 暖 経 営観 い

ぞい る が ､野 望は り韓輯 IZお し､て ｢史 の 古 い銚 子 由 ､消 費 地 三エア との 匝敵 が
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逢わ＼･-7 r-iT-h吟 I二.主乳在 の

現検 出!軒 現 g)考 が 大 き く

短っ て い る ｡

欽 要 支 塾 の 鴫代 tz短 為

と ､ 野 勘 葛 ､大電 ､野 田

檀 .鳩塙 噸左 脇 ,Sご東 武 鉄

患C)煮 韓 上 .L=也遷 し ,､大

潟費 敗 東 栄 との 殴楓が 轟

く岳つ すえ｡そ して 野 郡民

L･Z代 っ て ､),日東 LF)エ第 1.a

急 t,川 で常題 額 で上野 と壷

暗 してい る砲 ､敬F'が キ＼

えっ て発 展 しは じめ た p

人 口の 堵 相 承 混 生み る

と よ (みる D 大正9年 lニ

良 .人 口野 田 ､約 2fz)(,'0

人 ､穐 /∫C♂0 人 で､あ っ

rzか1.野 田 E3戦 後 の疎 覇

71111る 人 コ慮 佃 を聴 い て
jヽ･◆▲

置横 lゴILl玖終 ぞ 10000人

余 り であ るの IZ虹べ ､砲

而 由 ､疎 鞘 12.よ る入 口感

叫 の ほ ブ]＼に ､乗索 の BJ2d

r62L'72 と して 郵政 息どが

選ら れ ､ ∂L?♂00 人 余で

*!.'･/㍗

..

..

㌔
:

･･
･
/
-

-/

It

碍経 的 にだ 段 してい る ｡ (昭 和 35早紀討 )

この よ う 把 疲代 で E3-､人消 費敗 IJ=珂 す る東嶺.虹 選 が 大 き く赦 療 妄左_も する

晴代 であ る _

興 して 野 田鞄 の 厳 寒 超ど のよう は塩 つ て し､る ので 番 ろ う郡 o天 瀬衆 地 栗東

i,:強 い七 い う 最小L,考 え て宰 明 らカ＼白 よ う に ､轟 来 観芸 が 史 と 由っ て お り ､

生産 轟 の 70% が 釆 栄 !=hl荷 さ れ てtlる _ 二 の傾 置-J畳 ∴ 百日目安選 tZcfる 三工戸

番場 を 対象 ＼こす 董時 代 から磨 い てい る d轟 家 は 年 主星rJ呂地上 fニ親 鳥 二似 てい

るが .冬 母斑 故の 季節 乳 と ､火山 房 の ため 砲が 韓 ()･る の で 象 畑 と変れ る ｡

都 市 の准 多 白帯 撃 l=取 ずるた 約 に ､錬 衆 の確 葡 房 多 い車 ､璃 定の 置物 が 功
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い . 夜当 収入 の 点 で LEl､窺 乾 1Ji一才/也 を.責め ている が .齢 披庖 額 で紺 ､休 職

が首射 夜番 ヒ して 卜､ソ7Jで ､S=3地 を樹 域 吠 t,3刻む 谷底 平野 と沖積 赦 l二つ くら

れ て い る ｡水封 屯 孝 介以 上 が 間水 不足 宙で ､全 て 天水 や 放 下不 の湧 き水 に観

らち け如 ぼ怒 ら 匂 い 塊 状 で あ る .5(この谷 薄 田 措 ､渡 東 電が 碓凄 L/離 吹 不 晦

であ る .つ ･譜 リ配 水 不 韓 で あ り缶が ら ､天 水 や地 下水 に夜 存 してい るた め に

覇7K不足 に噛 りや す く ､水 間 の ダク % 以 上 Id'- 邑暗 唱 ごあ る . このよう な 艶

蛍に鑑 肇 する 人 口 は ､野 田 市 の全 敗 紫 人 口 の 32//e'/Cで扱少 の楓執 lニあ り ､
(S.35)

頃的l二宮 糸 貫 壕 家 が g別姓 <な っ てい 苛 . 二の 素養 良 三二Lニ渚油 工策 であ る け

野望 とい れ 烏.醤油と い W)爪る l急 ビ 妄沌 伯 野 R=j 醤油 の 生を 豪 打 ､ヨネ､金線 の

ヱ 軌 を 責め 栄 内 でId g削碩 互 責 め てい る ｡重 く敏 明L鴫 代 67) /id / 峯 ､和 歌

山 県 濁孝 の勘 所萄 人 仰 幣 尉 I二伝 え 色のわいヨ Lr選 りで mJる 一驚料 1-Tsる 筑頭 の

大豆 .動索各 顕J),1､象 ,行徳 G,)息 と ､大鞘贋 地 江 戸 ､江 戸J伸 ヱi る 河 両線 窒
tI､全 て 立政 策 輯 緒斬 っ て LtE o 経 生 当 時 貰-斬 鴎 の下 り密 通 研 ､鵜 埋 方 法や

伝 統包ど(-i:よ り健 也 であ っ 象が .江 戸e)八 t･TJ.屠 場 によ り供 給 が 輝 電LrJ追い つ

か す ､次 牙 だ 澱ミコ の困蘭 醤 油 が 優 勢 L-匂 tJ､二三㌢のイ射 こ .湊 数 枚 幕政 鞘 等 ほ

叉 消 常 ご 射 る よう f雲包 っ て t不 動 の放 血 旦壊 い T乞 .∫

現 ri.将 頃料 の大豆 Egア メ リ カ ､小 麦 l∃封 内 各 県 Jj坤 は カ ナダ .塩 tl主潮戸内

遍や 地 車′嵐地 方と .各 方 面小 b 輸 入 し ､河 叫 吏遜 官 利 鞘 ご 7ylTi(篭 っ た の で､

野 壁日工立地 す る必霊 性 EfTaい が ､野 望7着 ヒ とっ て宙審賓 Ts工紫 で凝 る 一野 戦

市の工業 生 を 顔中 ､食料 電 鍵温 覚 id961/% 互占め .署の うち 8守 C/Oが密 通
1蕪 で 奉 る .

社 会 的k7ut醤油 と の略 びつ きが 規 <､田禽 髄 .公 民鴨 .璃渡 ､公取 毎 ピ+Jtt.

爵細 工 錫 の経 営す る tZIの であ る .野 田商 の 入 口の ∂0 % .超 醤 油 工寒 に 剰1,1糸し

ている と日 の ytている ｡し巧＼し箇 油 とい う 登 の斬 .食 生 三石Uj毅 叱 き=,よ･リ璃 質

草が 漁 っ てい るの で ､市 とし て 宙 ､単 - 藍賓 郡 市171b 艶 紫 敬 莱 郁商 え 線 擬 し

ようと して い る .¥の 為 .且 単 二虜 蘇 孜 U)玖 観 で i'つ の ユ 虜 軒数 をつ くリ ､

2C>鈴 の ユ場 の誘 致 ‡ご盟 で こ き"つけ 七 .

L乃＼L 酸 人 口 が 少 し＼こ と</､乗 束 1-_考 義 的 f二萎 紅 組 だ と L､サ 点や＼わ ､亀

戸や 檎 性 比 べ る と甥凍 d)/l＼さい 工場 と 持っ て い る .

以 上首 都 園 内 Jこあ っ て東 栄 と 拓 金 する TzIめ E=ば ､ 賞遭 舷 登 が 大 切葡 牽 索 で､

あ ること 出 鴫 ら小 であ る ｡距,凄絶ぞ げで 衝 く ､新嘗 暗 画 ､翰 ;まカ ､画数 等が 画

題 と毎る ｡ この 点 野 田市 終 東 武鉄 恵d)惑 線 上 だある が ､東泉 邸 内 へ の磨 結線

で日豊恕 < ､乗 換 え向け 机 ぼ 払わ ず ､回教 乞 少 な く ､斡 窒 TJ宅 等 曽 =j軸 で 将藩
だと_宙 養 老 伝 い ｡ 凝 吐 東乗 取 ま で の 壷適 べ ス乾 固適 しTzが 所 撃 略 癌iの点 で､超 ､

-14-



鉄 蛍 を利 鞘 する の と奮 ら為 し＼｡つ ま り 野 田 覇 の 麦葡規 準 昂∴ 栗 東 と の 漸 騰 で

はよ い鯉 孝 と は 奮 え 急 Ll｡

しか しこ れ だ けが 野 田両 生東泉 の街 を綿 布 として し､伝 いの で 首 短 い .

タ C か 草 の r 史 を呈つ 密 通 工寒 が 立地 し て い る か わ で あ る ｡都 内 まで 乾 息求

め TSくと t ､4.0♂0人互 阜 小 え る 大 工紫 の あ っ r=こY で､あ る B憂 患 也 藍 と地

気 藍賓 とし､う 2大 圏 手 性よ っ て .野 野市 の 性 格 が 凍 定 ± れ てい る と 毒っ て官

重富 で 緒 包_i,＼｡

円一那金地を中/L､とL,た酪農経営

蒋 鳥 原 子

伊 豆尊 厳 の基 部 ､東 海題 額 ｢熱 海 ｣ ｢函 南 ｣ 固 4)､曽郡 トンネ ル上 に他 置

する ｡鞘 耶 金 地 及 び その 比 方 の 田 代 金 姓 を 中 肥 に .酪 農 経 営 につ い て ､主と

して ､土 地利 阿 立中 1亡 に .¥ の特 色 をっ か む 寄 主弼 沓 貝 標と LT= B

o地政の麻紀

この地 域.の地 形 打 ､此方 の 趨職 火 山 i リ 8-日米 蔵 斯 敢簡 火山 た る .多 常 ､

湯 河 境 南 火 山 の斜 面 机 - つ た 塵 渡 した 曙 小 包火 山 斜 面 で 薗 1=傾科 して ､碑

野 旧 の 平野 ヒ下 っ てい る .地 形 的 特 色 ヒ して 綻 ､この 覇解 され た 火 山斜 面

の噂 ゞ中 米 も ､牽l把 に円 耶 卵 管が 濁 っ て お tJ ､療 養 怒 断層 地 形 の寛 濠 が､み

られ 3 ら t二 ､二の 断 簡 線 に 強 っ て iヒi リ ｢田代 J ｢軍 師 ｣ 雨 金地 を Idじめ ､

本 地 城 南竜 l之文 ､い くつ 乃＼の Jl､金 地 が 存 在 す る ニt で あ る .

吏覇 不 便 短歌立 的 山 噺金 地 と し て ､常 温 L:於 ける 故 知 寮村 の魯 激 白変 貌

をよ そlC ､叔 地 域 で宙 ､喪 家率 夕 副 題 ､尊寒喪家4g 軌 と い う ｡ 絶 饗 杓 ヒ

レ ての 性格 を幾 <碑 し てい る ｡火 山斜 面 で あ る和 ら ､東 海 地 方 と し て 打 ､

土地利 閑 が 非 常 ‡二親 枚 約 で ､森 粗 慢軒 が 広 い簡 積 を 責 め ､水 田 I吉 .金 地 泉

と -.狭 い 谷 底 に 乗 車 してお り ､その 面積 超少 な <畑 作 を中 ･巳と LTc .酪 農

経 営 IZ依 存 して い る農 家 が 争 い B

rJ路蔑倦 営 i=.つ い て
茶 地 域 に 超 ､叶っ て 6,9薮 帝 の 天領 そ､あ る 衣 犬 歯駿 河 の味 が存 在 した や 喝 冶

経締 後 ､藤 牧 に raつ た蚊 互 利 嗣 LTI Q 地 主 星中 心 と す る 年 罷 豪 放 鞘 と して

出 発 し ､碑 冶 後 半 .酪 賓 がや畠蓋 っ た 叉の で ､乳 牛 番 人 の 時報 と し て 絵 ､日

茶 で･セ 党 連 敗 の -つ だ教 え お 肌 る p戦 前 ま で 産 額料 乳 供 給地 で あ る と 共 有こ

て象券 置 仔 牛 の蚤 敗 と して 触ら 的 後が ､裁 定 では ､搾 乳 中 JLIV･i～移 行 し ､市 乳

の供 給 池 と /猛っ てい る 8号 のr史 餌 彩壌 宙 ､現 在 ､飼 料 構 造 の点 で ､興人
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